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「
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」
そ
し
て

�

「
住
み
た
い
！
」
ふ
る
ど
の
へ

「
地
方
創
生
も
住
民
が
主
役
で
」

　

平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
８
月
中
旬
か
ら
の
天
候
不
順

に
よ
り
米
の
作
柄
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
き

な
減
収
と
は
な
ら
ず
、
買
い
取
り
価
格
も
前
年
を
上
回
る
取

引
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
筋
合
意
と
な
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
で
は
、
農
業
は
単
な
る

経
済
活
動
で
は
な
く
、
地
域
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

基
本
に
政
府
に
は
濃
密
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
地
域
創
生
と
い
う
日
本
社
会
の
構
造
的
な
課

題
と
と
も
に
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
皆
さ
ま
と

と
も
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
稔
り
多
く
、
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 議　

長
鈴　

木　

昭　

生

　

謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
か
ら
４
期
目
の
町
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
に
よ
る
過
疎
化
、
人
口
減
少

問
題
や
地
域
経
済
問
題
、
そ
の
他
地
域
課
題
解
決
に
向
け
、
現
在
、
国
内
各
地
で
地
方
創

生
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
殿
町
と
し
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
々
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、

「
古
殿
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
古
殿
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
ま

も
な
く
策
定
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」
と
実
感
で
き
る
、
そ
し
て
、
町
外
の
方
に

は
「
住
ん
で
み
た
い
！
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
、
定
住
促
進
と
人
口
安
定
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
町
制
施
行
60
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
豊
か
な
自

然
、
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
古
殿
町
を
次
代
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、「
緑

と
人
が
響
き
あ
う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
・
ふ
る
ど
の
」
の
実
現
に
向
け
、
皆
様
と
共
に

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町　長
岡  部  光  徳

～ 2016年～
年頭のごあいさつ
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未
来
を
夢
に
託
し
て

環
境
と
向
か
い
合
う

　

新
年
を
迎
え
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

故
郷
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
い
わ
き
古
殿
会
の
事
業
計
画
の
一
環
で
あ
る
親

睦
会
を
楽
し
い
時
間
と
思
い
出
の
時
間
と
を
計
画
実
行
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

故
郷
古
殿
町
を
通
る
と
必
ず
道
の
駅
に
廻
っ
て
新
鮮
な

野
菜
を
土
産
に
買
っ
て
き
ま
す
。
風
評
被
害
が
続
く
な
か

野
菜
作
り
も
大
変
で
す
が
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
る
故
郷

が
懐
か
し
く
思
っ
て
ま
す
。
人
と
食
の
成
長
の
原
動
力
と

な
る
革
新
の
環
境
と
固
定
観
念
を
見
直
す
時
と
、
思
い
ま

す
。

　

毎
日
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
若
い
人

の
事
件
が
大
変
多
く
思
い
ま
す
。
子
供
も
大
人
も
環
境
で

変
わ
り
ま
す
。
そ
ん
な
環
境
に
気
付
き
変
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
快
適
な
町
の
一
人
一
人
に
笑
顔
と
笑
い
の
あ

る
環
境
づ
く
り
が
大
切
と
感
じ
ま
す
。

　

又
、
人
災
や
自
然
災
害
等
を
早
め
に
気
付
く
環
境
づ
く

り
が
大
切
と
感
じ
ま
す
。

　

古
殿
町
の
益
々
の
発
展
と
町
の
皆
様
の
御
多
幸
を
御
祈

念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

古
殿
町
民
の
皆
様
、
東
京
ふ
る
ど
の
会
の
会
員
の
皆
様

に
も
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

東
京
は
４
年
後
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
国
立
競
技

場
を
取
り
壊
し
、
新
た
な
競
技
場
の
建
設
に
伴
い
、
私
達

が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
日
本
青
年
館
も
取
り
壊
さ
れ
、

昨
年
総
会
を
四
ツ
谷
駅
前
、
主
婦
会
館
で
行
い
無
事
終
了

致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
総
会
時
の
御
礼
を
兼
ね
、
役
員
５
名
で
古
殿
町

役
場
を
表
敬
訪
問
し
、
岡
部
町
長
と
懇
談
し
、
東
京
ふ
る

ど
の
会
の
現
状
、
町
の
状
況
等
を
聞
き
、
参
考
に
し
な
が

ら
そ
の
後
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
会
員
減
少
の
続
く

当
会
も
、
東
京
地
区
周
辺
に
移
住
し
た
元
町
民
等
を
確
保

し
な
が
ら
運
営
し
て
参
り
た
く
皆
様
の
ご
紹
介
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

　

東
京
ふ
る
ど
の
会
は
、
古
殿
町
と
協
力
し
、
会
の
発
展

を
目
指
し
、
山
河
溢
れ
る
古
殿
町
の
明
る
い
未
来
に
夢
を

託
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
京
ふ
る
ど
の
会
会
長

鈴　

木　
　
　

驍

い
わ
き
古
殿
会
会
長

長
久
保　
　
　

豊

「
心
豊
か
な
る
子
ど
も
の
育
成
」

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
教
育
行
政
に
対
し
て
の
、
ご
理
解
と
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
ど
も
園
は
、
少
子
高
齢

化
や
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
家
庭
と
の
連
携
の
も
と
幼

児
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
お
い
て
も
、
２
人
体
制
授
業
や
学
校
行
事
、

体
験
学
習
等
を
通
し
て
の
学
力
の
向
上
を
目
指
し
実
践
さ

れ
、
小
体
連
、
中
体
連
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
多
数
の

入
賞
者
が
出
る
な
ど
、
学
力
、
体
力
と
も
に
指
導
内
容
の

充
実
と
環
境
整
備
の
効
果
が
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
さ
ら
に
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
事

業
の
参
加
を
通
し
て
多
く
の
人
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ

と
が
大
事
で
す
。
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
を
持
て
る
心
豊
か

な
子
ど
も
達
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど

も
達
の
た
め
に
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
々
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
っ
て
実

り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

古
殿
町
教
育
委
員
長

矢　

内　

忠　

徳
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マイナンバーの「通知カード」が届いたら

　通知カードは、紙製のカードで、住民にマイナンバー（個人番号）をお知らせするものです。
　券面には住民票に登録されている「氏名」「住所」「生年月日」「性別」と「マイナンバー（個人番号）」
等が 記載されています。今後各種行政手続きなどで、提示を求められる場合がありますので、大切に保管
してください。
　転入、転出、転居で住所が変わった時や、結婚などで氏が変わった時は、役場窓口までお越しください。

マイナンバーは社会保障・税・災害対策分野の中でも、法律や地方公共団体の条例で
定められた行政手続にしか使えません。 
※�社会保障・地方税・災害対策に関する事務やこれらに類する事務で、地方公共団体が条例で定
める事務にマイナンバーを利用することができます。

大切に保管してください

●必要な方は個人番号カードの申請をしてください●

表 裏

券面イメージ

券面イメージ

キリトリ線→

　個人番号カードは、プラスチック製のICチップ付きカードで券面に氏名、住所、生年月日、性別、
マイナンバー（個人番号）と本人の顔写真等が表示され、本人確認のための身分証明書としてご利用
いただけます。また、e-Tax等の電子証明書を利用した電子申請等のサービスにご利用いただけます。
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●�マイナンバーの通知や利用手続き等で、国や自治体
の職員が家族構成、資産や年金・保険の状況等を聞
くことはありません。

●�不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出があっても
断ってください。不審なメールは無視しましょう。

●�万が一金銭を要求されても決して支払わないように
しましょう。

●�少しでも不安を感じたら、すぐに福島県の消費生活
センター等にご相談ください（消費者ホットライン
188番）。
＊�なお、「通知カード」「個人番号カード」に関するこ
とや、そのほかマイナンバー制度の問い合わせは、
マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120-95-0178

（無料）で受け付けています。

●マイナンバーが必要なのは、いつ？●

マイナンバー制度に
� 便乗した詐欺に注意

平成28年１月から、順次、社会保障、税、災害対策の行政手続で
マイナンバーが必要になります。

学生なら

従業員なら

主婦なら

例えば…
●アルバイトの勤務先へ
●奨学金の申請時に学校へ
●勤労学生控除の手続時に勤務先へ

例えば…
●�源泉徴収票を作成して
もらう時に勤務先へ

●�健康保険や雇用保険、
年金などの手続時に
勤務先へ

例えば…
●�年金給付の手続時に
年金事務所へ
●�福祉や介護の制度利
用時に市区町村へ
●�災害時の支援制度を利
用する際市区町村へ

例えば…
●�保険金の支払いや特
定口座の開設などの
手続時に金融機関へ

例えば…
●パート・アルバイトの勤務先へ
●児童手当の申請時に市区町村へ
●子どもの予防接種時に市区町村へ

高齢者なら 保険加入者など
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　古殿中学校３年生による中学生議会が、11月25日、町役場議場にて開かれました。この中学生議会は、
社会科授業の一環として中学生から町に活性化案を提言するもので、昨年に引き続き行われました。
　議会では代表の生徒10人が質問者となり、グループの中で考えた「町の杉を利用した施設等の建築」や、
「やぶさめくんを全国に広めて町のＰＲをしたらどうか？」など、自由な発想のアイディアを町長に提案し
ました。

第 ２ 回 中 学 生 議 会

議事を進める議長 議場の様子

質 古殿町の杉のアピールについて
　①杉の紹介・古殿町についての展示、②子ども向けの遊具（アスレチック）、③
食堂など、④足湯、⑤お土産（木で造ったストラップ・小物・特産品）などを杉で
造ることで、古殿の杉を広めてはどうか？

答　町に存在する豊富な杉を利用した事業は大きな可能性を秘めていると考えてい
る。①杉の展示、③食堂、⑤お土産については道の駅ふるどの「おふくろの駅」で
行っており、道の駅ネットワークによって全国に広まっている。また②、④につい
ては安全性の確保や維持管理費の検討が必要であると考えている。

質「やぶさめくんを広めよう大作戦」について
　やぶさめくんを広めて町を宣伝するために、①都市部へ行き、名刺などを配る、②やぶさめくんの商品を
作る、③やぶさめくん体操を作る、などを考えてはどうか？

答　①都市部での広報については、11月21日から22日に埼玉県羽生市で開催された世界キャラクターサ
ミットに、昨年に引き続き参加し、やぶさめくんシール等を配りながら大いにＰＲしてきた。②やぶさめく
んの商品化については、現在も缶バッチやストラップ等があるが、良いアイディアがあれば商品化の実現に
向けて検討したいと思うので、色々な提案をお願いしたい。③やぶさめくん体操については、中学生の皆さ
んにも一緒に考えていただきながら、やぶさめくんと健康な町づくりのＰＲができればと思う。

質　中学校の再建等について
　①老朽化している学校設備を良くして欲しい。②まずは、パソコンの改善をお願いしたい。③町主催のサ
マースクールについて、夏休み中は体験入学や部活動などがあるため忙しい。受験校も明確になり、苦手な
範囲も絞られてくる冬休み中のウィンタースクールに代えてみてはどうか？

答　①中学校の再建について、古殿中学校は築約40年経過しているが、建物が使
用できる間は、修理しながらできるだけ長く使っていきたいと考えている。②パソ
コンの整備について、現在のパソコンは平成18年度に38台導入したものである。
パソコンの更新については前向きに考えていきたい。③サマースクールは、今年
も８月７日から９日まで３日間行われ、中学３年生の40人が参加した。サマース
クール、ウィンタースクールそれぞれ長所、短所があるかと思うが、長期的にみて
勉強への取り組む習慣、勉強の仕方が身につくようなものにしていきたいと考えて
いる。

質問をする代表の生徒

答弁をする町長
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古小だより
　12月４日㈮、授業参観がありました。子どもたちの落ち着いて授業をしている様子や成長してい
る姿を見ていただきました。長い２学期、残すところはあと２週間余りとなりましたが、２学期の
まとめや整理整頓をしながら、子どもたちは冬休みがくるのを楽しみにしています。

　11月24日㈫表彰集会をしました。文化面でも２学期の
子どもたちのがんばりは素晴らしかったです。主な表彰
を紹介します。（数字は人数）
【国語関係】石川地区書写コンクール（推薦10、特選13）、 
石川地区児童作文コンクール（推薦４、特選11）、石川地
区読書感想文コンクール（推薦１、特選７）、 福島県読書
感想文コンクール（佳作１）、人権の花運動作文コンクー
ル（子ども人権委員長賞１）

【理科関係】石川地区児童理科作品展（推薦１、特選７、準特選13）、吉田富三子ども科学賞（特
別賞１）
【図工関係】古殿町防犯ポスターコンクール（最優秀賞６、優秀賞６、金賞17）、石川地区児童図
画作品展（推薦３、特選21）、愛鳥週間ポスターコンクール（県知事賞１、県教育長賞１、県中地
方振興局長賞６）、FCT児童画展（福島市教育委員会教育長賞１、ぺんてる賞１、特選３）、人権
の花運動図画コンクール（支局長賞１、優秀賞１）

　11月４日㈬～６日㈮は学校自由参観でした。１日目は祖父母参観、２日目は給食試食会を行い、
多くの方の参観をいただきました。３日目の６日㈮は、持久走記録会を行いました。道沿いには応
援に駆けつけてくださった家族の方々でいっぱいでした。天候に恵まれ、子どもたちは日頃の練習
以上にがんばって走っていました。

　11月25日㈬古殿中学校の先生がやってきて、理科の
授業を６年生で行いました。子どもたちにとっては、
はじめはやや難しく感じるところもありましたが、慣
れてくるに従って意欲的になり、すっかり楽しんだよ
うです。４ヶ月後の中学校での授業を待ち遠しく感じ
ていました。

◇２学期最後の授業参観◇

◇２学期の素晴らしい成果◇

◇学校自由参観（祖父母参観・持久走記録会）◇

◇小中連携　古中出前授業◇

低学年　元気にスタート

朝の会で表彰

路上を疾走　中学年 力強い走り　高学年

楽しい中学校理科の授業
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古殿小学校の児童が
� 各ポスターコンクールで入賞

　12月１日、県愛鳥週間ポスターコンクールの知事賞を受賞した水野由唯さん（古殿小６年）、県教育
長賞を受賞した渡邉和希さん（古殿小６年）、第36回ＦＣＴ児童画展福島市教育長賞を受賞した坂本創
さん（古殿小６年）が町役場を訪れ、町長に受賞の報告をしました。
　水野さんの作品は、（公財）日本鳥類保護連盟が主催する平成28年度愛鳥週間用ポスター原画コン
クールに福島県代表として、坂本さんの作品は第46回世界児童画展にそれぞれ出展されます。
※なお、作品は20ページに掲載しています。

左上から
　教育長、町長、目黒教頭
　水野由唯さん、渡邉和希さん、
　坂本創さん

石川地方「みんなで守る・支える・つながる命」講演会

　11月28日、たまかわ文化体育館において、石
川地方「みんなで守る・支える・つながる命」
講演会が開催されました。書家の金澤翔子さん
による席

せき

上
じょう

揮
き

毫
ごう

（書のパフォーマンス）、翔子
さんの母 泰子さんによる講演がありました。席

せき

上
じょう

揮
き

毫
ごう

では、「共に生きる」と書かれ、600人を
超える参加者がその迫力に感動していました。
また、泰子さんがダウン症の翔子さんを授かっ
てからこれまでの経験を基に、「共に生きる」と
いうことについて講演されました。参加者は、
すべての命が守り・支えるべき命であり、そう
してつながっていく命であることを金澤さん親
子から学ぶことができたようです。
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年末年始事件事故防止運動合同出動式
　　　　－地域安全運動・交通事故防止県民総ぐるみ運動－

岩瀬・石川地域鳥獣被害対策研修会

　年末年始事件事故防止運動合同出動式は12月７
日、役場前駐車場で行われました。防犯協会、やぶ
さめ防犯隊、交通安全協会、交通安全母の会、消防
団、石川警察署など関係者約40人が参加しました。
参加者は、出動式終了後に町内の商店や飲食店を回
り、年末年始の事件事故防止を呼びかけました。12
月10日から１月７日までの期間中、地域安全、交通
事故防止に集中的に取り組んでいきます。

　11月８日、平成27年度岩瀬・石川地域鳥獣被害対策研修会を町
役場で開催し、須賀川市、岩瀬郡、石川郡の狩猟登録者52人が出
席しました。
　県須賀川農業普及所と町の主催で、捕獲技術の向上及び野生鳥
獣の生態に関する知識習得を目的とし、県農業振興課小林主査か
らイノシシの生態について、県猟友会尾形副会長から、くくりわ
なによる捕獲方法について講演がありました。

　イノシシの生態については、①夜行性ではなく昼夜問わず行
動②本来警戒心が強いが慣れると大胆③雄は単独行動、雌と幼
獣は群れ行動④嗅覚は犬並み、などの特性が紹介されました。
　くくりわなによる捕獲方法については、正面駐車場での実演
を交えながら行われました。猟友会古殿分会員は昨年の31人か
ら19人増え50人となり、この方々がイノシシ捕獲奨励金の対象
者となります。

集　落　環　境　診　断
　町内でイノシシ出没を目の当たりにする回数は年々増えています。鳥獣被害対策実施隊のみなさん

には捕獲活動を実施していただいていますが、町内すべてをカバーすることは不可能です。農地を耕

作される方による電気牧柵設置など、自分の農地は自分で守ることが基本となりますが、集落を単位

として被害対策を実施する手法があります。それが「集落環境診断」です。

　集落単位で鳥獣被害が発生している要因や対策について整理し、

野生鳥獣を誘引しない環境を作っていくことを目的としています。

　「集落」は、一緒に活動できる、まとまりができる単位を指しま

す。

　県では取組を希望する集落を募集しています。興味のある方は

産業振興課（☎0247－53－4613）までご相談ください。

ガンバロー三唱で団結する関係者
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館報

furudono

第６９０号

≪３つの運動≫

1. 時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

（平成28年１月号）

編集　古殿町公民館
電　 話　53－2305
Ｆ Ａ Ｘ　53－2500

　

テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
「
笑
い
ヨ
ガ
教
室
」
が
12
月
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。
ヨ
ガ
と
い
う
よ
り
、

椅
子
に
座
っ
て
出
来
る
、
笑
い
と
呼

吸
法
を
取
り
入
れ
た
運
動
で
す
。

　

３
月
ま
で
６
回
開
催
し
ま
す
の
で
、

笑
い
は
健
康
の
元
、
寒
い
冬
も
笑
っ

て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
の
で
希
望
者
は
町
公
民
館

（
☎
５
３
︱
２
３
０
５
）
に
お
気
軽
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

笑いヨガ教室

寿大学～調理実習～

　

11
月
19
日
、
シ
ニ
ア
学
級
で
、
つ
く
ば
市
の
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。
宇
宙
飛
行
士
の
基
礎
訓
練
・
健
康
管
理
の
た
め
の
施
設
が
見
学
で
き
る
「
宇
宙

飛
行
士
コ
ー
ス
」
で
し
た
。

　

実
際
に
宇
宙
飛
行
士
の
試
験
で
使
用
さ
れ
た
訓
練
施
設
、
保
存
食
の
サ
ン
プ
ル
や

宇
宙
で
産
卵
に
成
功
し
た
メ
ダ
カ
の
子
孫
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
所
等
を
見
学
し
ま
し

た
。
特
に
管
制
室
で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
映
し
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
が
、
ガ
マ
の

油
売
り
で
有
名
な
筑
波
山
神
社

を
お
参
り
し
て
、
そ
こ
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
山
頂
ま
で
上

り
ま
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
か

ら
は
、
筑
波
山
の
紅
葉
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

つ
く
ば
市
方
面

シ
ニ
ア
学
級
移
動
教
室

蛭田登子先生による講話

「Ｈ－Ⅱロケットの実機」に感動する教室生

コース内にある宇宙服

　椅子に座っての運動


